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歯周病原菌はなぜ口腔内で生存できるのか 

How can periodontal pathogens survive in the oral cavity? 
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１．はじめに 

歯周病は軽度のものも含めると成人男女の7~8割が罹

患していると考えられている[1]。また、歯周病は数々の

全身疾患にも関係する口腔内感染症であるため、健康寿

命を延ばす上で歯周病ケアは重要である。実際に歯周病

患者から特徴的に検出されるトリプシン様プロテアーゼ

活性は、歯周病原菌の一つである Porphyromonas 

gingivalis(以下P. g.)由来とされている。また、近年の研究

ではアルツハイマー型認知症がP. g.によって引き起こさ

れる可能性が示唆されている[2]。そのため、歯周病発症

を抑制するには、このP. g.の不活性化が不可欠である。 

当研究室では過去に歯周病患者と健常者の口腔内の菌

叢を調査したところ、健常者にも歯周病患者と同程度 P. 

g.が存在しており、病原性発現にはクォーラムセンシン

グの関わりが疑われている。また、P. g.は偏性嫌気性菌

である[3]のにも関わらず、酸素混入が起こる口腔内でも

生存することができるが、その生存メカニズムは十分に

明らかにされていない。 

そこで本研究では、クォーラムセンシング分子の一つ

であるインドールと酸素ストレスに着目し、P. g.の酸素

ストレス環境下での生存メカニズムの解明を目的とした。 

 

２．解析法 

2.1 初期濁度の違いによる好気条件下での生菌数測定の

比較 

 初期濁度(OD600)を 0.05、0.3に合わせたP. g.の菌液をそ

れぞれ 37℃、静置、好気条件下で培養を行い、時間変化

における濁度と生菌数を比較した。 

2.2 P. g.のインドール産生能の比較 

 P. g.を初期濁度 0.3 となるように合わせそれぞれ嫌気

条件、好気条件で培養し、時間変化における上清のイン

ドール濃度を、コバック試薬を用いて比色定量により比

較した。 

2.3 P. g.のインドールに対する動態調査 

 インドールを終濃度2 mMとなるように添加した培地

にP. g.を初期濁度 0.3となるように合わせ、それぞれ嫌

気条件、好気条件で培養し、時間変化における生菌数を

比較した。 

 

2.4 アスコルビン酸添加による生菌数比較 

2.3 のサンプルに活性酸素種を除去するアスコルビン

酸を添加し、好気条件で培養し、時間変化における生菌

数を比較した。 

 

３．実験と結果 

初めに、P. g.の初期濁度の影響を調べた結果、初期濁

度を 0.05に合わせると好気条件では 50時間で生菌数が

大きく減少し、71 時間になると生菌数は 0 となったが、

初期濁度を 0.3 に合わせると嫌気条件、好気条件の間に

生菌数の差はなかった。 

次に、P. g.が産生したインドールの濃度を嫌気条件、

好気条件で比較したところ、好気条件で培養したサンプ

ルの方が高いことが分かった。このことにより酸素スト

レスに耐性を持つうえでインドールの産生能が重要であ

ることが示唆された。 

次に、P. g.の高濃度のインドールに対する影響を調べ

た結果、嫌気条件下では高濃度のインドールを添加して

も生菌数に差がなかったが、好気条件下では、生菌数が

大幅に減少した。また、上記の生菌数が減少したサンプ

ルに活性酸素種を除去できるアスコルビン酸を添加する

と生菌数の維持が見られた。よって、インドールと酸素

の組み合わせは活性酸素種を過剰に生産する可能性が示

唆された。 

 

４．おわりに 

本研究では酸素ストレスに対して耐性を持つうえで初

期の菌密度が重要であることが示唆された。また、酸素

と高濃度のインドールの組み合わせは何らかの相乗効果

を生み、活性酸素種が過剰に生産され、P. g.に作用して

いることが示唆された。 

今後の展望としてインドールを添加した際の活性酸素

種の発生機序を解明するために、活性酸素種の測定を行

うことと、遺伝子欠損株を用いて比較を行う予定である。

また、P. g.以外の菌でも同様の効果を発揮するかを調べ

るために、口腔内細菌を用いて比較を行う。 

今後、P. g.の酸素ストレスに対する生存戦略を解明す

ることで歯周病発症を抑制する新たな手法の確立につな

がることが期待される。 
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